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大人への門出を祝う森町成人式が１月10日、文化会館大ホールで
行われました。今年、成人式を迎えたのは平成７年４月２日から平成
８年４月１日に生まれた１７５人。この日は１５２人の新成人たちが出
席し、久しぶりに会う友人との再会を喜ぶとともに、これからの社会
を担う決意と自覚を新たにしました。（関連記事2～3ページ）

大人への門出を祝う森町成人式が１月10日、文化会館大ホールで
行われました。今年、成人式を迎えたのは平成７年４月２日から平成
８年４月１日に生まれた１７５人。この日は１５２人の新成人たちが出
席し、久しぶりに会う友人との再会を喜ぶとともに、これからの社会
を担う決意と自覚を新たにしました。（関連記事2～3ページ）

〈今月の表紙〉〈今月の表紙〉〈今月の表紙〉〈今月の表紙〉

新成人代表として謝辞を述べる安間永里加さん（大鳥居）新成人代表として謝辞を述べる安間永里加さん（大鳥居）新成人代表として謝辞を述べる安間永里加さん（大鳥居）新成人代表として謝辞を述べる安間永里加さん（大鳥居）
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人
生
の
節
目
に
感
じ
る
20
年
間
の
感
謝
の
気
持
ち
。
そ
し
て
、
新
成
人
と
し
て
の
新
た

な
自
覚
…
。
今
月
は
そ
ん
な
「
ハ
タ
チ
の
気
持
ち
」
に
迫
る
成
人
式
特
集
で
す
。
１
月
10

日
に
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
森
町
成
人
式
に
は
、
色
鮮
や
か
な
晴
れ
着
や
ス
ー

ツ
姿
の
新
成
人
た
ち
が
集
ま
り
、
大
人
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
力
強
く
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
村
松
町
長
が
「
こ
れ
か
ら
は
、
自
ら
考
え
て

行
動
し
、
自
分
の
人
生
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
」
と
二
十
歳

の
門
出
を
祝
福
す
る
と
、
新
成
人
を
代
表
し
て
安
間
永
里
加

さ
ん
（
大
鳥
居
）
が
「
森
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を
胸
に
、

今
日
か
ら
は
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
の
責
任
を
持
ち
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
二
十
歳
の
主
張
で
は
、
接
客

業
に
携
わ
る
山
田
喜
裕
さ
ん
（
東
組
）
が
「
接
客
業
は
毎
日

が
勉
強
。
お
客
様
を
笑
顔
に
で
き
る
仕
事
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
る
」。
大
学
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
花
嶋

啓
乃
さ
ん
（
栄
町
上
）
が
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
明
確

に
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ

れ
に
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
受
付
を
担
当
し
、
新
成
人
を

笑
顔
で
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
式
典

で
は
、
泉
陽
中
3
年
生
の
黒
田
怜

那
さ
ん
と
早
馬
千
夏
さ
ん
が
協
力

し
て
、
司
会
進
行
を
務
め
ま
し
た
。

晴れやかに記念撮影する新成人たち（森地区）

フルートとピアノによるアトラクション

◀
山
田
喜
裕
さ
ん（
東
組
）

◀
花
嶋
啓
乃
さ
ん（
栄
町
上
）

▲司会の大役を務めた
　黒田怜那さん（左）と
　早馬千夏さん（右）

▼森町茶業振興協議会からは出席
者全員に新成人の記念品として、
特別デザインのハンカチに包んだ
急須と森の茶（品評会仕上茶）が
贈呈されました。

【
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

】

新
成
人
１
７
５
人
が
新
た
な
門
出
！

二十歳の主張

新
た
な
決
意
を
胸
に

成
人
式
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今日までありがとう。父さんと
母さんの息子で本当に良かった。

岩井 一樹さん（旭が丘中）

今までありがとう。
これから恩返ししていくからね！

鈴木 瑞希さん（森中）

育ててくれてありがとう！！

中谷　崚さん（旭が丘中）

迷惑ばかりかけたけど、
20年間ありがとうございました。

村松 歩美さん（旭が丘中）

20年ありがとう。

松浦　優さん（森中）

今まで育ててくれてありがとう。
感謝の気持ちでいっぱいです。

齋藤　絢さん（森中）

あなたの子で良かった。
ありがとう！

平野　樹さん（旭が丘中）

育ててくれてありがとう。
これからもよろしくね。

中村 かざみさん(森中）

今までありがとう！！

太田 真輝さん（旭が丘中）

今まで支えてくれてありがとう。
これからもよろしくお願いします。

森下　絢さん（旭が丘中）

いつもありがとう！
感謝しきれません。

松浦 達也さん（森中）

心配ばかりかけてごめんね！
育ててくれてありがとう。

鈴木 麻那さん(旭が丘中)

しっかり育ててくれてありがとう。

西尾 佑太さん（旭が丘中）

20年間ありがとう！
立派な大人になります！

山田 真美さん（森中）

生んでくれてありがとう。次生まれて
きても、あなたの息子でありたい。

栗田 潤一さん（旭が丘中）

産んでくれてありがとう。父さんと母さん
のお陰で今日までずっと楽しかったです。

髙木　翔さん（旭が丘中）

新成人となった皆さんの決意。
そして、ここまで育ててくれた親への想い。
参加者の皆さんにご協力いただき、
ボードに書いていただきました。

ハタチの
決意と親への思い

ハタチの
決意と親への思い 見方：ハタチの決意（写真内）

　　　／親への感謝／氏名／出身中学

成人に聞きました新
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税金の申告はお早めに！

　
平
成
27
年
分
の
所
得
に
か
か
る
所
得
税
の
確

定
申
告
と
町
県
民
税
の
申
告
時
期
を
迎
え
ま
し

た
。
役
場
税
務
課
で
は
、
申
告
納
税
相
談
と
申

告
書
の
受
付
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
町
民
生
活

セ
ン
タ
ー
と
町
内
5
地
区
で
申
告
の
受
付
を
行

い
ま
す
。

税
金
の
申
告
は
お
早
め
に
！

月

　
　日
火
〜

　
　月

　
　日
火

2
16

3
15

申
告
期
間

●
譲
渡
所
得
（
公
共
事
業
の
土
地
・
建
物

の
譲
渡
を
除
く
）

●
分
離
課
税
を
選
択
し
た
上
場
株
式
等
の

配
当
所
得

●
山
林
所
得

●
は
じ
め
て
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

●
青
色
申
告
・
消
費
税
の
申
告
・
肉
用
牛（
免

税
牛
）
の
申
告

●
贈
与
税
・
相
続
税
の
申
告

●
仕
送
り
証
明
が
必
要
な
人
（
外
国
人
）

●
過
年
度
の
申
告

●
準
確
定
申
告
（
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
確

定
申
告
）

※
税
務
署
の
申
告
会
場
（
磐
田
市
文
化
振

興
セ
ン
タ
ー
）
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
作
成
の
終
わ
っ
た
申
告
書
で

あ
れ
ば
町
に

提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。

◆
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

●
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
不
動
産
収
入

の
あ
る
人
で
、
平
成
27
年
中
の
所
得
額

（
す
べ
て
の
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し

引
い
た
金
額
）
が
、
所
得
控
除
額
（
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
の
合
計
金
額
）
を
上
回
る
人

●
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人
（
譲
渡
所
得

に
該
当
す
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
）

◆
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

●
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
通
常
の
場

合
、
勤
務
先
の
年
末
調
整
に
よ
り
精
算

さ
れ
る
た
め
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人

は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

●
平
成
27
年
中
の
収
入
が
2
千
万
円
を
超

え
る
人

●
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
人

●
給
与
収
入
が
あ
り
年
末
調
整
を
受
け
て

い
な
い
人

●
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
、
年
末

調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
給
与
収
入
と
各

種
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る

人
◆
平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、
森

町
に
住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当

す
る
人
で
す
。

●
事
業
収
入
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
）

が
あ
る
人

●
利
子
・
配
当
・
譲
渡
・
山
林
・
一
時
所
得
・

雑
所
得
が
あ
る
人
で
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
な
い
人

●
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が

あ
る
人
（
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
と
、
確
定
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
）

●
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
、
雑
損

控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控

除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

●
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
4
0
0
万
円

以
下
の
人
で
、
公
的
年
金
以
外
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
人
（
公
的
年
金
以
外

の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
と
確
定
申

告
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

●
平
成
27
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
、
所
得
・

課
税
証
明
書
な
ど
が
必
要
に
な
る
人（
収

入
が
な
い
人
で
も
申
告
を
し
て
い
な
い

と
証
明
書
が
発
行
で
き
ま
せ
ん
）

◆
復
興
特
別
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

●
平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
ま
で
復
興
特

別
所
得
税
を
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
復
興
特
別
所
得
税
額
は
、
所
得
税
額
の

2
・
1
％ 

で
す
。

◆
申
告
の
際
に
事
前
に
作
成
・
計
算
を

し
て
い
た
だ
く
も
の

　
作
成
・
計
算
さ
れ
て
い
な
い
と
受
付

　
が
で
き
ま
せ
ん

●
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産

の
所
得
が
あ
る
人
）

●
医
療
費
明
細
書
（
医
療
費
控
除
を
受
け

る
人
）

町
で
受
付
で
き
な
い
所
得
税
の
申
告
内
容

所
得
税
（
申
告
が
必
要
な
人
）

町
県
民
税
（
申
告
が
必
要
な
人
）
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２月18日（木）

２月19日（金）

２月23日（火）

２月24日（水）

２月25日（木）

町民生活センターでの受付

申告受付巡回日程表 （町民生活センターでは期間中、地区を問わず受付しています）

※町民生活センター内に、ｅ-Taxと確定申告書作成コーナーが利用できるパソコン
　を設置してありますのでご利用ください。また、ｅ-Taxでの申告には住基カード
　または個人番号カードが必要です。

13:30～16:00

期　間　平成28年２月16日（火）～平成28年3月15日（火）（土・日曜日は除く）

時　間　（午前の部）8：3０～１1：3０　（午後の部）１３：００～１６：００

会　場　町民生活センター １階 第１会議室

 月日 対象地区 場所 受付時間

三倉地区

天方地区

一宮地区

谷中、中川上、中川下、牛飼

市場、下飯田、中飯田、上飯田
西組、東組、城北、若宮、梶ヶ谷

三倉総合センター
（旧三倉農協事務所）

天方生活改善センター

一宮総合センター

園田総合センター

飯田総合センター

●
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不
可
）

●
事
前
に
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
る
人
は
、

そ
の
申
告
書
と
納
付
書

●
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
の

所
得
が
あ
る
人
）

●
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
） 

が

あ
る
人
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

（
課
税
明
細
書
）

●
給
与
所
得
者
と
年
金
所
得
者
は
「
源
泉
徴

収
票
」。
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
賃
金
が

あ
る
人
は
、
支
払
先
か
ら
支
払
額
を
証
明

す
る
も
の

●
国
民
年
金
控
除
証
明
書
（
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
て
い
る
人
）

●
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
・
任
意
継
続
掛
金
な

ど
の
納
付
額
（
平
成
27
年
1
月
～ 

12
月
） 

が
わ
か
る
も
の

●
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
（
ま
た
は
旧

長
期
損
害
保
険
料
） 

の
控
除
証
明
書

●
配
当
所
得
の
申
告
を
す
る
人
は
上
場
株
式

に
限
り
、
配
当
金
計
算
書
（
支
払
通
知
書
） 

の
原
本
、
特
定
口
座
年
間
取
引
報
告
書

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費
明

細
書
（ 

医
療
費
の
領
収
書
・
証
明
書
） 

、

医
療
費
に
対
し
て
補
て
ん
さ
れ
た
場
合
は

そ
の
金
額
が
わ
か
る
も
の

●
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、
申
告
す

る
人
の
還
付
金
の
振
込
先
・
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の

◆
会
場

　

町
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
1
階 

第
1
会
議
室
）       

◆
日
時

　

2
月
16
日（
火
）～
19
日（
金
）

　

2
月
22
日（
月
）～
25
日（
木
）               

　
　
　
（
午
前
の
部
）
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
（
午
後
の
部
）
13
時
00
分
～
16
時
00
分

※
次
の
①
～
⑤
ま
で
の
相
談
に
つ
い
て
は
税
理

士
に
よ
る
相
談
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

税
務
署
の
申
告
会
場

（
磐
田
市
文
化
振
興
セ

ン
タ
ー
）
で
申
告
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

①
譲
渡
・
山
林
所
得
の
あ
る
納
税
者

 

②
贈
与
税
の
申
告
を
す
る
納
税
者

 

③
貸
借
対
照
表
が
未
作
成
の
青
色
申
告

 

④
税
務
署
へ
の
来
署
案
内
が
あ
っ
た
納
税
者

 

⑤
長
時
間
を
要
す
る
よ
う
な
相
談

 

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

■
問
い
合
わ
せ
先

★
住
民
税
及
び
森
町
の
申
告
会
場
に
関
す
る
こ
と

　

役
場
税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　
　
　
☎
8
5
ー
6
3
0
8

★
所
得
税
及
び
税
務
署
の
申
告
会
場
に
関
す
る
こ
と

　

磐
田
税
務
署

　
　
　
　
　
　
☎
3
2
ー
6
1
1
1
※

※
電
話
は
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
な
ご
相
談
は「
1
」を
、説
明
会
に
関
す

る
質
問
な
ど
は「
2
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の
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1
月
15
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ

た
「
第
56
回
交
通
安
全
運
動
国
民

運
動
中
央
大
会
」
で
交
通
安
全
功

労
者
の
最
高
栄
誉
と
な
る
「
交
通

栄
誉
章
緑
十
字
金
章
」
を
受
章
し

た
鈴
木
正
一
さ
ん
（
南
戸
綿
）
が

森
町
役
場
を
訪
れ
、
村
松
町
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
5
年
か
ら

交
通
安
全
協
会
森
地
区
支
部
役
員

と
し
て
、
平
成
20
年
か
ら
は
支
部

長
と
し
て
、
街
頭
指
導
な
ど
の
交

通
安
全
運
動
や
、
交
通
安
全
思
想

の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
受
章
者
は
全
国
で

1
1
4
人
、
県
内
で
は
2
人
の
み

で
、
鈴
木
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も

事
故
の
な
い
明
る
い
町
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

森
町
と
森
町
消
費
者
ク
ラ
ブ
は

1
月
18
日
、
町
民
生
活
セ
ン
タ
ー

で
「
消
費
者
教
育
講
座
」
を
開
催

し
、
約
40
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

消
費
者
教
育
か
ら
考
え
る
防
災

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
森
町
の
岡
田

隆
男
代
表
と
中
村
繁
治
副
代
表
が

「
身
に
付
け
て
お
き
た
い
災
害
時

の
知
識
」
と
し
て
、
大
地
震
な
ど

を
想
定
し
て
日
常
の
食
料
品
を
多

め
に
買
い
置
き
、
減
っ
た
分
だ
け

を
買
い
足
す
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
（
回
転
備
蓄
）
の
方
法
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
消
費

者
団
体
連
盟
西
部
支
部
の
土
屋
京

子
代
表
が
「
災
害
時
に
気
を
付
け

た
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」
な
ど
を

受
講
者
に
訴
え
ま
し
た
。

　

1
月
4
日
、
平
成
28
年
森
町
消

防
出
初
式
が
文
化
会
館
で
開
か
れ
、

各
分
団
か
ら
2
2
3
人
が
参
加
し
、

消
防
署
員
、
来
賓
、
Ｏ
Ｂ
な
ど
が

参
列
す
る
な
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
1
年
間
の
管
内
の

無
火
災
を
達
成
し
た
分
団
を
は
じ

め
、
団
員
や
家
族
の
功
績
を
た
た

え
、
静
岡
県
消
防
協
会
長
・
磐
周

支
部
長
・
町
長
・
団
長
か
ら
代
表

者
へ
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
消
防
車
両
を

先
頭
に
、
消
防
署
員
や
各
分
団
員

ら
が
堂
々
と
分
列
行
進
を
披
露
し

て
太
田
川
親
水
公
園
に
到
着
す
る

と
、
各
分
団
の
ポ
ン
プ
車
に
よ
る

一
斉
放
水
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

団
員
た
ち
は
、
終
始
き
び
き
び
と

し
た
動
き
を
見
せ
、
防
火
へ
の
意

識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

【
無
火
災
表
彰
】

第
３
分
団　

第
５
分
団

　

森
曉
美
さ
ん
が
、
１
月
１
日
付

け
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
民
間

の
人
た
ち
が
、
地
域
の
中
で
人
権

思
想
を
広
め
、
基
本
的
人
権
の
擁

護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創

設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

春先は空気が乾燥しており、風の強い日が多く続
くため、火災が発生しやすい時季です。火の元に
は十分注意してください。また、住宅火災での逃
げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
しましょう。

問　袋井消防署森分署 ☎８５−０１１９

① 寝たばこやたばこの投げ捨てをしない
② 天ぷらを揚げるときは、その場を離れない
③ 家のまわりに燃えやすいものを置かない
④ 子供には、マッチやライターで遊ばせない
⑤ ストーブには、燃えやすいものを近づけない
⑥ 電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない
⑦ 風の強いときは、たき火をしない

春の火災予防運動を
実施します！

７つのポイント

3月1日〜7日

村松町長に受章報告する鈴木正一さん（右）

講演する災害ボランティア森町の岡田代表

分列行進する消防団員たち 一斉放水のようす

表彰を受ける消防団員たち

森　曉美さん（円田）

鈴
木
正
一
さ
ん
が

交
通
安
全
功
労
者
受
章

消
費
者
の
立
場
で

防
災
を
考
え
よ
う

防
火
の
意
識
新
た
に

森
町
消
防
出
初
式

人
権
擁
護
委
員
に

森
さ
ん
再
任
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森
町
商
工
会
は
1
月
9
日
と
10

日
の
2
日
間
、
静
岡
空
港
出
発
ロ

ビ
ー
で
、
森
町
の
特
産
品
を
集
め

た
物
産
展
「
え
え
ら
森
町　

う
ま

い
も
の
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

空
港
を
利
用
す
る
国
内
外
の
乗

降
客
や
見
学
者
に
、
森
町
の
魅
力

を
発
信
し
、
販
路
拡
大
を
目
指
す

の
が
目
的
で
す
。
和
洋
菓
子
・
次

郎
柿
ワ
イ
ン
・
森
山
焼
な
ど
の
販

売
の
ほ
か
、
森
町
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ガ
ー
ル
に
よ
る
遠
州
森
の
茶
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
行
い
、
和
洋
菓
子
が
完
売

す
る
な
ど
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
1

月
16
日
と
23
日
の
2
回
に
わ
た

り
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
し
、

受
講
者
16
人
が
、災
害
発
生
時
に

求
め
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役

割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
森
町
の
会

員
に
よ
る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で

は「
避
難
所
に
避
難
す
る
時
に
大

切
な
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
行
く
か
行

か
な
い
か
」と
い
っ
た
設
問
が
次
々

と
出
さ
れ
る
と
、受
講
者
ら
は
自

ら
の
問
題
と
し
て
考
え
、そ
れ
ぞ

れ
理
由
を
述
べ
な
が
ら
イ
エ
ス
・

ノ
ー
の
札
を
出
し
ま
し
た
。受
講

修
了
者
に
は
、静
岡
県
知
事
か
ら

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
倉
小
学
校
は
１
月
14
日
、
平

成
13
年
に
「
現
代
の
名
工
」
に
選

ば
れ
た
鬼
秀
４
代
目
の
名
倉
孝
さ

ん
を
招
き
「
遠
州
鬼
瓦
を
学
ぶ

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
校
児

童
18
人
が
参
加
し
、
平
成
3
年
か

ら
ア
ク
テ
ィ
森
の
鬼
瓦
講
師
を
務

め
る
な
ど
森
町
と
関
係
の
深
い
名

倉
さ
ん
か
ら
、
優
し
く
面
白
く
鬼

瓦
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
3

〜
6
年
生
は
ミ
ニ
鬼
瓦
づ
く
り
、

1
・
2
年
生
は
動
物
の
型
を
使
っ

た
造
形
に
挑
戦
。
児
童
た
ち
は
、

2
月
下
旬

に
は
焼
き

上
が
る
と

聞
き
、
完

成
を
楽
し

み
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
12
月
21
日
の
12
月
議
会
に
お
い
て
、
前
議
長
・
榊

原
淑
友
氏
の
辞
職
に
伴
い
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
残
任

期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
ま
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
議
会
に
お
い
て

も
、
町
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
町
民
の
ご
意
見
も
お
聞
き

し
な
が
ら
、
毎
月
勉
強
会
を
開
き
、
人
口
減
の
問
題
、
学
校
の
問

題
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て

は
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
も
か
く
町
民
の
皆
様
が
森
町
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
言

え
る
よ
う
な
町
に
な
る
よ
う
議
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

森
町
議
会
議
長
　
片
岡
　
健

クロスロードゲームを行う受講者たち

議長室で執務する片岡新議長

みんなでミニ鬼瓦を作ったよ

おいしい森の茶をＰＲ 出発ロビーでの物産展のようす

富
士
山
静
岡
空
港
で

森
町
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

心
得
学
ぶ

三
倉
小
児
童

ミ
ニ
鬼
瓦
に
挑
戦

森
町
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
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豆まき会で楽しいライブ

収穫の喜びかみしめる餅つき
名球会3人が熱血指導

森町児童館で1月30日、「豆まき会」が行われ、町
内外から親子連れなど約190人が訪れました。豆まき
の前には、ラジオパーソナリティーのＭatsuchiyo(ま
つちよ)さんらのライブで会場は大盛り上がり！小学
生アイドル「みやにゃん」や、子どもフラダンスのダ
ンスが披露されると、小さな子どもたちは思わず身を
乗り出して踊っていました。豆まきでは「鬼は外！福
は内！」の掛け声で豆やお菓子がまかれ、子どもたち
は、楽しいひとときを過ごしました。

天方小で1月8日、全校児童46人が保護者や民生委
員、地域ボランティアと餅つきを行いました。蒸し上
がったばかりの餅米が石臼に移されると、子どもたち
は自分たちが育てた餅米で餅つきができる喜びをかみ
しめながら「よいしょ」と大きな掛け声で、元気よく
つきあげました。一年間協力してくれた地域の人々と
楽しく味わい、6年生の奥宮颯

はや と

都くんは「最後の餅つ
きなので一生懸命頑張った。つきたてのお餅はとても
おいしい」とうれしそうに語りました。

森町合併60周年記念イベントの「森町野球教室」が
1月23日に町営グランドで行われ、町内の小中学生57
人が参加しました。講師は、日本プロ野球名球会から
元阪急ブレーブス投手の山田久志氏、元中日ドラゴン
ズ内野手の立浪和義氏、元ヤクルトスワローズ内野手
の宮本慎也氏の3人を迎え、名選手たちから一流の技術
を学びました。守備の名手と呼ばれた宮本氏は「捕球
は右手を添えてグラブを立てる。ボールの右から入っ
て最後は体を正面に！」など身振りを交えた熱血指導
を行い、野球少年たちは重みのあるアドバイスに真剣
に耳を傾けていました。

楽しいパフォーマンスに盛り上がる子どもたち

守備の基本を教える宮本慎也氏（右）

山田久志氏の投球指導 バッティング指導をする立浪和義氏（左）

かつての名プレーヤーが勢揃い名球会のユニフォームをプレゼント

地域の皆さんと餅つきする天方小児童

もり

もり

もり

もり

もり

もり

広報もりまち1月号で掲載した「選挙制度の仕組みを学ぶ」の内容をお詫びして訂正いたします。
（誤）来年の ⇒（正）今年の　※選挙年齢が18歳以上に引き下げになるのは2016年6月19日以降です。 8広報もりまち　平成28年2月号
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急須でおいしいお茶入れてね

蓮華寺星まつりで豆まき！

どんど焼きで無病息災を祈願

じいじ、ばあばとお抹茶体験

森町茶商組合の茶業青年団(石田宏之団長)は1月14
日、森・宮園・飯田小で「お茶の入れ方教室」を実施
しました。お茶の歴史や効能などをビデオで紹介した
あと、子どもたちにおいしいお茶の入れ方を伝授。子
どもたちは湯の温度や抽出する時間、注ぎ方などに気
をつけながら地元の深蒸し煎茶を丁寧に入れると、
「家で飲むお茶と違う」「家族にもおいしいお茶を入
れてあげたい」などと感想を漏らしながら、用意され
た和菓子とともにおいしくいただきました。

蓮華寺で1月17日、新春恒例の星まつりが開催さ
れ、今年の年男・年女が1年の災いを取り除き、よい
運気を引き寄せるための祈祷を行いました。祈祷のあ
とは、境内で盛大に豆まき。毎年豆まきを楽しみにし
ている大勢の参拝客が待ち構える中、祈祷を済ませて
晴れやかな笑顔をした年男・年女たちがかみしも姿で
本堂に立ち並び、福豆やもちを勢いよくまきました。
また、名物のけんちん汁や温かいおしるこが無料でふ
るまわれ、大にぎわいとなりました。

三倉の許禰神社で1月24日、「どんど焼き」が行わ
れ、地域住民や小学生など35人が参加しました。火起
こしは三倉小6年の髙野瑛

えい と

翔くんが昔ながらの方法に
挑戦。正月飾りや古札から勢いよく炎が上がると、参
加者は火にあたって身体を温めたり、お餅を焼いて味
わったりして、1年間の無病息災を祈願しました。同
神社の小澤由彦宮司は「学校にも声を掛けて三倉全体
で参加してもらうことで、にぎやかになり、地域の交
流の場にもなっている」と語りました。

一宮幼稚園の園児27人が、1月23日、一宮総合セン
ターで祖父母とお抹茶体験をしました。子どもたちは
緊張した面持ちで部屋に入ると、まずはお抹茶を体
験。初めて飲む抹茶に「ちょっと苦かったけどおいし
かった」と顔を緩ませました。おもてなしを受けた後
は、祖父母へのおもてなしを体験。お菓子やお抹茶を
こぼさないように慎重に運ぶと「どうぞ」と丁寧に差
し出しました。祖父母が喜ぶ姿に、子どもたちは緊張
しながらもやり遂げた達成感で笑顔になりました。

お茶の入れ方を学ぶ飯田小5年生

豆まきで大にぎわいの境内

どんど焼きの火で餅を焼く様子

祖父母をもてなす一宮幼稚園児

もり

もり

もり

もり

もり

もり

もり

もり
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み
ん
な
で
歌
っ
て
合
併
60
周
年
を
お
祝
い
♪

ふ
る
さ
と
音
楽
祭 

歌
い
ま
い
か
！
開
催

み
ん
な
で
歌
っ
て
合
併
60
周
年
を
お
祝
い
♪

ふ
る
さ
と
音
楽
祭 

歌
い
ま
い
か
！
開
催

友だち紹介

寺田 幸司さん（南町）

☆
自
己
紹
介

　
森
町
最
北
部
の
小
さ
な
村
（
大

河
内
）
で
の
ん
び
り
と
育
っ
た
せ
い

か
、
お
っ
と
り
と
し
た
性
格
だ
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
座
右
の
銘
は
「
義

を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
無
き
な
り
」
で

す
。

☆
趣
味
は
？

　

映
画
鑑
賞
と
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
で
す
。
学
生
時
代
、
映
画
や
ド

ラ
マ
の
「
海
猿
」
が
大
好
き
だ
っ
た

友
人
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で

始
め
た
レ
ジ
ャ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
。
潜

る
た
び
に
変
化
す
る
澄
ん
だ
水
中
の

景
色
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
、
い
つ
も

夏
を
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

☆
夢
や
目
標
は
？

　

両
親
に
つ
け
て
も
ら
っ
た
名
に
負

け
な
い
よ
う
、
誰
か
の
幸
せ
を
守
っ

た
り
、
誰
か
に
幸
せ
を
与
え
た
り
で

き
る
優
し
い
人
間
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

☆
森
町
に
つ
い
て
の
思
い

　

季
節
ご
と
に
美
し
く
変
化
す
る
自

然
と
、
誰
に
対
し
て
も
温
か
く
笑
顔

で
接
し
て
く
れ
る
森
町
の
町
民
性
が

大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
温
も
り

と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
町
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

☆
新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

　

現
在
、
小
さ
い
頃
か
ら
夢
だ
っ
た

職
業
に
就
い
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
夢
や
目
標
を
追
っ
て
突
き
進
ん
で

く
だ
さ
い
！

●
次
回
は
、鈴
木
裕
也
さ
ん（
三
倉
）

　を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
友
達
紹
介
コ
ー
ナ
ー
「
友
・
遊
・
Ｙ
Ｏ

Ｕ
」
。
今
月
は
伊
藤
拓
摩
さ
ん
か
ら
、

寺
田
幸
司
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

幸せを守り、幸せを与えられる
優しい人間になりたい

幸せを守り、幸せを与えられる
優しい人間になりたい

↑校歌などを合唱する
　卒業生・在校生のみなさん

キャンペーン･シンガー
左から山浦紗菜さん（旭が丘中2年）、榊原愛子さ
ん（同2年）、鶴見優花さん（同2年）、亀沢麻奈さん
（森中2年）「歌で森町のいいところを伝えたい！」

ソプラノ歌手・樋口文枝さんと
ピアノ奏者・堀内光太郎さん
「歌っていると森町の景色が浮か
ぶすてきな曲ですね」と樋口さん。

まちあいコンサートの様子→
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こ
の
音
楽
祭
は
、
住
民
有
志
の

「
遠
州
森
夢
力
の
会
」（
久
保
下
和

義
代
表
）
が
「
森
町
協
働
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
」
を
利
用
し
て
、

1
月
17
日
（
日
）
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

合
併
60
周
年
記
念
歌
の
披
露
や

町
内
の
小
・
中
・
高
校
の
校
歌

の
合
唱
な
ど
の
ほ
か
、
ま
ち
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
ホ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
に
歌
声
を
響
か
せ
て
合

併
60
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
森
町
へ
の
想
い
が
込

め
ら
れ
た
記
念
歌
の
初
披
露

森
町
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・

樋
口
文
枝
さ
ん
（
若
宮
出
身
）
と

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
シ
ン
ガ
ー
の
中

学
生
四
人
組
が
歌
い
、
ピ
ア
ノ
奏

者
・
堀
内
光
太
郎
さ
ん
（
栄
町
上
）

が
伴
奏
し
て
、
記
念
歌
が
初
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

森
町
の
情
景
や
未
来
へ
の
希
望

を
う
た
っ
た
記
念
歌
を
、
ま
ず
は

樋
口
さ
ん
が
美
し
く
澄
み
渡
っ
た

歌
声
で
、
次
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・

シ
ン
ガ
ー
が
元
気
で
明
る
い
歌
声

で
会
場
全
体
に
響
き
渡
ら
せ
、
来

場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
シ
ン
ガ
ー
は

今
後
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し

み
を
持
っ
て
口
ず
さ
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
記

念
歌
を
披
露
す
る
な
ど
活
動
し
て

い
く
予
定
で
す
。

■
み
ん
な
で
歌
っ
て
親
交
を
深
め
る

町
内
の
小
・
中
・
高
校
（
閉
校

し
た
飯
田
中
、
問
詰
小
、
吉
川
小
、

森
高
を
含
む
）
か
ら
10
校
の
在
校

生
・
卒
業
生
が
集
ま
り
、
校
歌
な

ど
を
合
唱
し
ま
し
た
。
卒
業
生
は

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
当
時
を
な
つ

か
し
み
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
泉
陽
中
は
開
校
50
周
年
を

記
念
し
、
在
校
生
全
員
で
参
加
し

ま
し
た
。

ま
ち
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

長
年
、
遠
江
一
宮
駅
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演
し
て
い
る
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
・
横
山
政
美
さ
ん
、
バ
リ

ト
ン
歌
手
・
藤
崎
啓
之
さ
ん
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
・
加
藤
由
美
子
さ
ん（
記

念
歌
作
曲
者
）
が
出
演
。
来
場
者

は
次
々
と
披
露
さ
れ
る
歌
謡
曲
や

唱
歌
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。



　
　
　
　

平
成
二
十
八
年
の
幕
が
明
け
る

と
す
ぐ
に
、
天
宮
神
社
の
拝
殿
で

は
新
春
の
ご
祈
祷
が
粛
々
と
執
り

行
わ
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
氏
子
の
皆
さ
ん
が

初
詣
の
参
拝
を
さ
れ
る
中
、
し
ん

と
澄
み
切
っ
た
空
気
の
境
内
に
、

舞
殿
か
ら
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響

き
、
十
二
段
舞
楽
「
獅
子
」
の
奉

納
が
始
ま
り
ま
し
た
。
獅
子
と
の

激
し
い
格
闘
の
あ
と
、
舞
の
中
ほ

ど
で
「
獅
子
伏
せ
」
が
ち
り
紙
で

鼻
を
か
み
、ち
り
紙
を
撒
き
ま
す
。

そ
の
ち
り
紙
に
御
利
益
が
あ
る
と

の
言
い
伝
え
か
ら
、
参
拝
者
は
舞

殿
を
取
り
囲
み
、
そ
の
時
を
待
ち

ま
す
。

四
月
の
本
祭
の
奉
納
で
は
一

度
し
か
鼻
を
か
み
ま
せ
ん
が
、
今

年
の
新
春
奉
納
で
は
二
度
鼻
を
か

み
、
参
拝
者
の
皆
さ
ん
は
大
喜
び

で
し
た
。

森
町
広
報
モ
ニ
タ
ー

広報
モニターの

新
年
に
希
望
を
届
け
る

元
旦
の
舞
楽
奉
納

小
澤 

洋
一
さ
ん（

本
町
）　

森
町
合
併
60
周
年
記
念
歌

夢　

未
来　

森
町

一
、
山
な
み
仰
げ
ば

　
　
　
　
　
　

ゆ
り
の
香
り
よ

　
　

清
ら
か
に　

流
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田
川

　
　

あ
ゝ
ふ
る
里
の

　
　
　
　
　
　
　

美
し
い
緑
よ

　
　

共
に
語
ろ
う

　
　
　
　
　

夢　

未
来　

森
町

二
、
稲
穂
は
波
打
つ

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
祭
り
よ

　
　

さ
わ
や
か
な　

風
ふ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
京
都

　
　

あ
ゝ
ふ
る
里
の

　
　
　
　
　

響
き
あ
う
仲
間
よ

　
　

共
に
歩
も
う

　
　
　
　
　

夢　

未
来　

森
町

三
、
朝
日
に
輝
く

　
　
　
　
　
　
　

人
よ
大
地
よ

　
　

四
季
の
花　

あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

三
木
の
里

　
　

あ
ゝ
ふ
る
里
の

　
　
　
　
　

限
り
な
い
恵
み
よ

　
　

共
に
展ひ

ら
こ
う

　
　
　
　
　

夢　

未
来　

森
町
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鼻をかみ、ちり紙を撒く獅子伏せ

奉納された「獅子」の舞

■
記
念
歌
歌
詞
の
入
賞
者

今
年
度
の
春
に
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
歌
詞
を
公
募
し
、
最
優
秀
賞

に
奥
宮
恒
代
さ
ん
（
黒
石
）、
優
秀

賞
に
寺
田
光
利
さ
ん
（
大
河
内
）

が
入
賞
し
ま
し
た
。
記
念
歌
に
は

奥
宮
さ
ん
の
歌
詞
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。

■
記
念
歌
を
「
森
町
賛
歌
」に
！

町
で
は
記
念
歌
を「
森
町
賛
歌
」

と
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
同

報
無
線
の
チ
ャ
イ
ム
の
メ
ロ
デ
ィ

と
し
て
使
用
す
る
ほ
か
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
楽
曲
、
歌
詞
、

楽
譜
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

遠州森夢力の会代表
久保下 和義さん（中川下）

　みんなで歌える「ふるさと森町」の歌
があるといいなという長年の思いから、
今回の企画を考えました。未来への希望
をうたったこの曲をいろんな機会で披露
して、夢づくりにつながれば幸いです。
特にこれからの将来を担う若い人たちに
歌ってもらえたらうれしいです。

記念歌の作成や「歌いまいか！」を企画した

作曲 加藤 由美子さん
作曲家、NHK ラジオ・テレ
ビ体操ピアニスト。合併 60
周年記念体操「元気もりもり
かわせみ体操」の作曲も担当。

　森町とはご縁があり、何度
となく訪れています。未来に
向けた明るい歌詞のイメージ
に合うように、また、みなさ
んに覚えやすく、歌いやすい
ように作曲しました。ぜひ多
くの人に歌われるようになっ
てほしいです。

作詞 奥宮 恒代さん
記念歌歌詞の公募により最優
秀賞に選ばれる。作詞は初挑
戦。川柳が趣味。黒石在住。

　採用が決まったときは驚き
ました。歌詞には豊かな自然
への想いと活気あふれる未来
のまちづくりへの期待を託し
ました。特に「あゝふる里の」
からが気に入っています。完
成した曲は、癒されるやさし
いメロディでとても感動しま
した。

森町合併60周年記念歌を作りました！！森町合併60周年記念歌を作りました！！



詳しくは、専用チラシをご覧いただくか、
森町観光協会（☎0538-85-6319）
までお問い合わせください。

森の石松の供養と森町の観光発展を
祈願して「石松まつり」を開催します。森
町キャンペーンガールや遠江総合高校
生らが清水次郎長一家２８人衆に扮し

「石松道中」として秋葉街道を歩くほか、
大洞院石松の墓前で様々な催しが行わ
れます。

森町役場出発→森川橋→本町の町並み→天森橋→新屋旅館→城下交差点
 10:30 10:45 10:55 11:30 11:55 12:00～12:30
＝バス移動⇒歴史の散歩道入口付近→大洞院石松墓前
  　　　　　12:45  　　13:00

　　　　　　　石松まつり当日、大洞院周辺の道路
は車両の進入が規制されます。また、大洞院周辺は
駐車場がありませんので、臨時無料送迎バスをご利
用ください。

・森川橋
・本町の町並み

・天森橋
・大洞院石松の墓前

石松道中仮装行列 撮影スポット

石松まつりを題材
とした風景全般

＜臨時無料駐車場＞
・ 森町役場
・ 役場職員駐車場
・ 森小学校グラウンド

＜臨時無料バス発着所＞
10時30分から随時運行

・ 天浜線遠州森駅
・ 森町役場前
・ 秋葉バスサービス森町営業所
・ 大洞院

●石松道中仮装行列（清水次郎長一家28人衆）

※❶～❺は石松墓前石松墓前（雨天時：本堂）
　で行います。

お願い

催し物

３年に一度の大祭

石松まつり開催
３月２０日（日）
大洞院石松墓前
主催　森町観光協会・
　　　石松まつり実行委員会前回（平成２５年３月）の石松道中のようす前回（平成２５年３月）の石松道中のようす

❶浪曲口演 12:20～
❷石松供養祭 13:30～
❸石松囃子奉奏 14:30～
❹仮装行列28人衆紹介 14:50～
❺餅投げ 15:20～

❻遠州森の名物広場　11:00～15:30
　大洞院駐車場
　（甘酒・お茶無料接待、町内の特産品など販売）

フォトコンテストもあるよ

テーマ

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館） ※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

森町文化会館（☎85-1111）/袋井市月見の里学遊館（☎49-3400）/磐田市文化振興センター（☎35-7133） /磐田市情報館（☎38-3974）/
㈱兵藤楽器店掛川本店（☎0537-23-0245）/アクトシティ浜松チケットセンター（☎053-451-1130）/チケットぴあ（☎0570-02-9999 Pコード：
来生たかお：290-311）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※取扱時間などは各販売所にお問合せください。

上記公演のチケット
のお求めは…

開場 14:30
開演 15:00

開場 12:30 開演 13:00

土
6/1 1

来生たかお
40th Anniversary 
Acoustic Tracks 2016
 ～夢のあとさき～ 

入場料（税込） ： 　　　友 の 会 5,000円
　　　　　　　　　　一 　 般 5,500円

全席
指定

ところ ： 森町文化会館 大ホール

主催 ： 森町ミキホール文化振興会

※未就学児の入場はご遠慮
　ください。

ところ ： 森町文化会館 大ホール

第20回
森町こどもの舞台フェスタ

入場無料全席自由

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
後援 ： 森町教育委員会、森町文化協会

日
3/13
出演団体(予定)　
旭が丘中学校吹奏楽部、天宮神社舞楽こども教室、箏子供教室、
ゲットアヘッド、さざんか少年少女合唱団、遠江総合高校郷土芸能
部、ときわ保育園鼓隊、中村ピアノ教室、森中学校音楽部、山名神
社天王祭舞楽保存会、渡辺バレエ教室

特別ゲスト：
掛川西高校応援団指導部

チケット
発売日

友 の 会：3月5日(土)
一　　般：3月6日(日)
電話予約：3月8日(火)

いずれも
9:00～
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informed
consent

公立森町病院 285-2181

身
体
に
関
す
る

豆
知
識
や

森
町
病
院
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
�

「
医
療
安
全
研
修
会
」
を

　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た

お
知
ら
せ

　
1
月
13
日（
水
）、家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ

ク
会
議
室
に
お
い
て
医
療
安
全
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
院
の
水
野
副
院
長
が
、10
月
1
日
か

ら
ス
タ
ー
ト

し
た「
医
療

事
故
調
査

制
度
」の
内

容
の
解
説

や
当
院
の

マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
講

義
を
行
い
、

約
1
0
0

人
の
職
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
院
で
は
、研
修
会
を
年
2
回

開
催
し
、職
員
一
人
一
人
が
医
療
事

故
の
防
止
に
取
り
組
み
、病
院
全

体
で
医
療
事
故
防
止
対
策
を
推

進
し
、患
者
さ
ま
に
安
全
で
安

心
な
医
療
の
提
供
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。

お
い
で
な
さ
い
ま
せ
健
康
講
座

テ
ー
マ
　「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

〜
あ
な
た
の
ス
ト
レ
ス
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
〜

日 

時
　
2
月
25
日（
木
）19
時
〜

会 

場
　
森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
会
議
室

講 

師
　
家
庭
医  

堀
井
敦
史 
医
師

　
お
申
込
み
は

不
要
で
す
。
ど

な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
、

最
近
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
人
、

是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

研修会の様子

問
い
合
わ
せ
先

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　1
8
5
ー
1
3
4
0

　
森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
は
、
毎

日
、
様
々
な
健
康
問
題
を
抱
え
た
皆
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
家
庭
医
は
、
来
院
理
由
で
あ
る

目
の
前
の
健
康
問
題
に
対
応
す
る
だ
け
で

な
く
、
ど
う
す
れ
ば
健
康
を
維
持
で
き
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
も
同
時
に
考
え
な
が

ら
診
察
し
て
い
ま
す
。
来
院
理
由
と
は
一

見
関
連
の
無
い
よ
う
な
質
問
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
、
健
康
維
持
の
た

め
の
重
要
な
情
報
を
集
め
て
い
る
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
38
歳
の
女
性
が
風
邪
の
症
状

（
の
ど
の
痛
み
、
鼻
水
、
せ
き
な
ど
）
で

2
歳
の
お
子
様
と
一
緒
に
来
院
さ
れ
た
と

し
ま
す
。
目
の
前
の
症
状
は
風
邪
の
診
断

で
す
が
、
話
を
聴
い
て
い
く
中
で
、
❶
喫

煙
、
❷
育
児
へ
の
不
安
、
❸
生
理
不
順
、

❹
糖
尿
病
発
症
の
危
険
因
子
（
家
族
に
糖

尿
病
の
人
が
い
た
り
、
前
回
妊
娠
中
に
妊

娠
糖
尿
病
で
あ
っ
た
り
）
、
❺
睡
眠
障
害

な
ど
が
挙
が
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
風

邪
の
症
状
と
は
直
接
関
連
が
無
く
て
も
、
現

在
あ
る
い
は
今
後
の
健
康
問
題
に
関
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
継
続
的
な

診
療
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
整
理
し
、

一
つ
一
つ
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
長
期
的

な
健
康
を
維
持
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
維
持
の
た
め
に
最
も
重
要
な

こ
と
の
一
つ
は
、
疾
病
予
防
で
す
。
疾
病
予

防
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
、
が
ん
検
診
、
定
期
的
な
運
動
、

健
康
的
な
食
生
活
、
ス
ト
レ
ス
管
理
、
福
祉

用
具
の
使
用
、
妊
娠
前
の
葉
酸
サ
プ
リ
摂
取

な
ど
、
様
々
な
項
目
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
健
康
維
持
に
つ
い
て
、
一
度
か
か
り
つ
け

医
と
話
し
合
う
機
会
を
持
た
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
師
（
指
導
医
）

鳴
本 

敬
一
郎

健
康
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

予防が　
大事ですよ！



日 月 火 水 木 金 土

月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所 ■問 児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所 ■問 子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

3

移動子育て支援
センター

（10:00～11:30）
■所 園田総合センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255

1歳児相談
（9:00～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

2歳6か月児相談
（9:00～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

赤ちゃん健康相談
（9:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

3歳児健診
（13：15～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
移動児童館

（14:30～16:00）
■所 天方小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

おはなしぶらんこ
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

森のくまさん広場

森のくまさん広場

森のくまさん広場
心配ごと相談

（9:00～12:00）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769

森のくまさん広場

森のくまさん広場
保健のしおり交付

（9:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

作ってみよう
（14:30～16:00）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769

すくすくクラブ
（10:00～11:00）
■所 保健福祉センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255　

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:20）
■所 役場別館前
■問 役場住民生活課

☎85-6314
のびのびクラブ

（10:00～11:00）
■所 保健福祉センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255　

人権相談・行政相談
（13:00～15:00）
■所 町民生活センター
■問 役場住民生活課

☎85-6312

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所 町民生活センター
■問 掛川年金事務所

☎0537-21-5521
BCG集団接種

（13:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

移動児童館
（14:30～16:00）
■所 三倉小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

移動児童館
（15:00～16:30）
■所 飯田小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

おはなしぶらんこ
森の夢づくり大学
大学祭

（13:00～17:00）
■所 文化会館
■問 役場社会教育課

☎85-1112
折り紙教室

（14:30～16:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

おはなしぶらんこ

結婚相談
（9:00～11:30）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769
レクリエーション
研修会

（9:30～11:30）
■所 総合体育館
■問 児童館

☎85-2839

おはなしぶらんこ
お楽しみゲーム大会

（14:30～15:00）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

子ども映画祭
 （14:00～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

クッキングクラブ
（9:30～11:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

森の夢づくり大学
大学祭

（9:00～16:00）
■所 文化会館
■問 役場社会教育課

☎85-1112
石松まつり

（10:30～15:30
※詳しくはP.12）
■所 大洞院石松墓前など
■問 役場産業課

☎85-6319

7

14
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7
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2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12
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5

12

19

26

6

13

27

6

13

27

振替休日春分の日 2120

3月の納税など
（納期限3月31日）

■ 後期高齢者医療保険料
　　（普通徴収）
　 …………………第8期分

アクティ森イベント情報
☎85-0115

3月19日(土)～4月17日(日)
フォトコンテスト・写生大会など

3月19日(土)
　～4月3日(日)

アクティ森陶芸教室会員作品展

チューリップフェアチューリップフェア

作陶展作陶展
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情報ステーションステーションステーションステーション information

税務職員を装った者からの
不審な電話にご注意ください!
国税局や税務署の職員を名乗る者から

電話があり、アンケートや年金受給調査
と称して、年齢や家族構成、年金の受給状
況、預金残高、口座情報などについて聞き
出そうとする事例が発生しています。
不審な電話があった場合には、即答を

避け、①相手の所属部署②氏名③電話番
号を確認した上で一旦電話を切り、最寄
りの税務署にお問い合わせください。
問　磐田税務署総務課  232-6111

ジェネリック医薬品には
花粉症の薬もあります

ジェネリック医薬品とは、新薬（先発
医薬品）と同じ有効成分をもつ薬として
医療機関で処方される医薬品で、変更す
ると新薬と同等の効果で薬代が安くな
る場合があります。花粉症の薬もありま
すので、ご希望の場合は、変更が可能か
医師や薬剤師に相談してみましょう。
※すべての薬にあるわけではありませ
ん。また、治療の状況や在庫状況な
ど、変更できない場合があります。
問　役場住民生活課国保年金係 285-6313

麻しん・風しん、日本脳炎の
予防接種はお済みですか?

○麻しん・風しん（2期）
麻しん風しんの予防接種第2期は、
法律で受けるように努めるワクチン
として定められています。麻しんは命
に関わる感染症です。1度も接種して
いないお子さんはもちろん、1度接種
したお子さんも対象となります。必ず
2回接種するようにしてください。
対象者　平成21年4月2日～平成22
年4月1日生まれのお子さん（平成
27年度年長児）
接種期間　平成28年3月31日まで
○日本脳炎予防接種（1期・2期）
積極的な接種勧奨が差し控えられ
た時期があり、未接種になっている人
がいます（4回の接種が必要）。公費で

接種できる年齢が拡大しているので、
希望する人は、母子健康手帳で接種歴
を確認のうえ接種を受けてください。
対象者　平成8年4月2日～平成19
年4月1日に生まれた人

接種できる期間　20歳の誕生日前日まで
※いずれも森町内、袋井市内、旧豊岡村
内の協力医療機関で接種できます。
問　役場保健福祉課保健スタッフ　
　285-6330

図書館の特別休館日

森町立図書館では、年度末蔵書点検
のため、次のとおり休館します。
休館期間　2月29日㈪～ 3月4日㈮
なお、本などを返却される人は、返却

ポストにお願いします。視聴覚資料お
よび大型絵本・紙芝居は、返却ポスト
に入れず開館日に返却をお願いします。
問　森町立図書館  285-1113

「摩耶保育園」と「ときわ保育園」で
保育士を募集します

募集人数　若干人
募集期間　2月15日㈪～ 3月31日㈭
選考方法　書類審査・面接
応募資格　保育士資格をお持ちの人
※勤務時間・賃金などについては、各
保育園に直接お問い合わせください。

問・申　摩耶保育園　　285-0284　
　　　　ときわ保育園　285-5211

ミキホール友の会
平成28年度会員募集のお知らせ
ミキホール友の会では、平成28年
度の会員を募集します。
受付開始　2月20日㈯  9：00～
費	 用　新規入会金　500円
　　　　年会費　　1,000円
会員期間　平成28年4月1日～平成
29年3月31日
会員特典　イベント情報を会報でお
知らせ、チケットの先行・割引販売、
いわた文化友の会の特典

問　ミキホール友の会事務局（森町文化
会館内）285-1111（月曜休館）

第66回静岡県勤労者総合美術展
出品作品募集

募集作品　絵画（油絵・水彩画・版画・日
本画・水墨画など）、書、写真、手工芸など

応募資格　県内の働く人ならどなた
でも（指導的立場の人を除く）
応募期間　2月29日㈪～ 3月18日㈮
※ 応募方法など、詳しくは問い合わせ
てください。
問　（一社）静岡県労働者福祉協議会　
　2054-221-6241

静岡理工科大学お理工塾
春休みたいけん研究室
新学年で習う理科の実験をしよう!
と	 き　3月24日㈭  9：30～ 16：00
ところ　静岡理工科大学（袋井市豊沢2200-2）
対	 象　小学校3年生～ 5年生※進
級前の学年でお申し込みください。
参加料　無料
申込期間　3月11日㈮まで
申込方法　電話またはFAX、ホーム
ページで必要事項をお申込みくだ
さい（参加者は抽選で決定）
※詳しくはホームページ（http：//
www.sist.ac.jp）をご覧ください。
問・申　静岡理工科大学総務課　
　245-0111、545-0110

企画展  文と絵で伝える地域の歴史
「浜松今昔物語」開催

と	 き　2月1日㈪～ 4月24日㈰
　9：00～ 17：00
場	 所　浜松文芸館展示室
　（クリエート浜松5階）
内	 容　浜松市全域の史話を、文化情
報誌『ぱんぷきん』に掲載した、森
町在住の洋画家大須賀義明氏によ
る挿し絵の原画と、磐田市の郷土史
家小林佳弘氏の原文で紹介します。
その他　入場無料、会期中無休
問　浜松文芸館  2053-453-3933
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2月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,452（＋15）
人口 男……  9,445（－11）
 女……  9,643（＋  9）
 計……19,088（－  2）

編
集
後
記

▼
一
宮
幼
の
お
抹
茶
体
験
で
は

園
児
が
お
抹
茶
の
味
や
お
も
て

な
し
を
初
体
験
。
じ
い
じ
、
ば

あ
ば
に
お
菓
子
や
お
抹
茶
を
こ

ぼ
さ
ず
運
び
、
喜
ん
で
も
ら
え

た
達
成
感
で
浮
か
べ
た
笑
顔
は

輝
い
て
い
ま
し
た
。「
初
め
て
」

を
た
く
さ
ん
経
験
し
て
成
長
す

る
大
切
さ
を
、
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
改
め
て
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
（
ま
つ
）

▼
巻
頭
の
成
人
式
特
集
は
い
か

が
で
し
た
か
？ 

私
事
で
恐
縮

で
す
が
、
新
成
人
た
ち
の
両
親

へ
の
感
謝
の
言
葉
を
編
集
す
る

う
ち
に
、
思
わ
ず
胸
に
込
み
上

げ
る
も
の
が
。
あ
と
少
し
で
成

人
す
る
自
分
の
娘
と
重
な
っ
た

か
、
単
に
私
が
涙
も
ろ
く
な
っ

た
の
か
？
素
朴
な
感
謝
の
言
葉

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
20

年
間
が
詰
ま
っ
て
い
る
気
が
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

(

か)

「私たちの健康は私たちの手で」をキャッチ
フレーズに、食生活の改善と健康づくりにつ
ながる料理に取り組んでいます。

毎月19日は「食育の日」です。

毎月19日は「食育の日」です。

ゆで大豆……… １６０ｇ
れんこん……… ４００ｇ
山いも………… １００ｇ
塩…………………少々
片栗粉……大さじ３～４
揚げ油……………適量

①れんこん80gをみじん切りにし、残りの320gはすりおろし
てざるに上げ、自然に水けをきる。山いももすりおろす。

②ボウルにみじん切りにしたれんこんとすりおろしたれん
こん、山いも、ゆで大豆、塩をひとつまみ入れ、片栗粉
を加えてスプーンで混ぜる。
　片栗粉の量は、生地の固さを見ながら足して調整する。
スプーンでひとまとまりにできるくらいが目安。
③フライパンに揚げ油を入れて160度に熱し、②をスプーン
で一口大ずつ落とし入れる。あまりさわらず、ときどき
転がしながら3～4分かけて揚げ、薄いきつね色になった
ら油から上げ、熱いうちに塩少々をふる。

作り方材料（4人分）

大豆とれんこんの
ごつごつ揚げ

253キロカロリー

すりおろしたれんこんと山いもをスプーンですくって落とし揚げに。
ふわふわっとした食感の中に、大豆を加えることで食べごたえがでて、小さなお子さんからお年
寄りまで楽しめる一品です。大豆のかわりに黒豆や枝豆を加えるのもお勧めです。

●問い合わせ先　役場保健福祉課保健スタッフ　☎85-6330

森町合併60周年記念の感謝状と共に笑顔あふれる森町食推協のみなさん森町合併60周年記念の感謝状と共に笑顔あふれる森町食推協のみなさん

宮園小での「お雑煮づくり」宮園小での「お雑煮づくり」

森町健康づくり食生活推進協議会
会長 佐藤公子さん（谷崎）

おすすめ料理を紹介しています！おすすめ料理を紹介しています！

み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い

広
報
も
り
ま
ち
の
名
物
コ
ー
ナ
ー
「
森
の
レ

シ
ピ
」
。
旬
の
食
材
や
地
場
産
品
な
ど
、
身
近

に
あ
る
も
の
で
、
簡
単
に
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を

毎
回
紹
介
し
て
い
ま
す
。

森
町
食
推
協
の
活
動
歴
は
長
く
、
食
を
通
し

て
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま

し
た
。
総
合
検
診
で
の
健
康
食
の
提
供
、
学
校

の
総
合
学
習
や
料
理
教
室
な
ど
、
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
主
役
は
地
域
や
学
校
の
皆
さ
ん
。
私
た
ち

は
そ
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
語
る
会
長
の
佐
藤
さ
ん
。
１
月
26
日
に

は
宮
園
小
の
「
お
雑
煮
づ
く
り
」
に
出
向
き
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
料
理
を
体
験
で
き
る
よ

う
に
、
食
材
の
準
備
や
、
包
丁
の
使
い
方
な
ど

を
伝
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
思
わ
ず
、
作

り
た
く
な
る
食
べ
た
く
な
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介

し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

発　足：昭和52年4月（活動歴38年）
会員数：45人（男性7人女性38人）

広報もりまち
平成28年2月
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